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気 圧 と 虫 垂 炎

―気圧が虫垂炎に及ばず影響について―

県立坂町病院外科

福田 稔 ･大竹 雅広

Atmospheric Pressure and Appendicitis

Minoru FUKUDA and Masahiro OTAKE
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急性虫垂炎は急性腹症の率で最も頻度が轟く予古くよ

りある疾患であるにもかかわらず,原因についてはいま

だをこ不明な点が多い疾患である.我々は虫垂炎が天気の
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良い日に多 く来院する事実をこ注目L,気圧との関係を調

査した結果,興味ある知見を得たので報告する.

対象および方法

当病院は新潟市より50km 北方にあり,荒川町,率
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長町,黒川村､関川村.神林村に居住する約66,DOO人

を対象としている.

虫垂衆と蔑圧の調査期間は1992年2月よりま994年2

月までの2年間で,その間をこ虫垂切除を受けた症例は112

例あり,男性は58例サ女性は54例であった.年齢は5才

-84才で,平均年齢は28.6才であった.

虫垂炎を肉眼および病理所見よりカタ-ル性, 蜂窟織

炎性,壊痘性の3塾をこ骨粉した.カタール性は35例,蜂

寓織衆性は47例,壊産後は30例であった.

気圧の測窪は病院の庭に百葉箱を設置し,その中に置

いたアネロイド塾,および自記温湿度気圧計で行った.

虫垂炎の発症は右下腹部痛または上腹部痛の出現した

日時とし その時点の気圧値を使用した.なお,他施設
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および髄科で3日間以上抗盤物質が投首された症例は対

象より除外した.

これらLII)デー-ト ILT)解析は Anno＼･,aこL-_i)uncLantT)

方法で行い.有意 水準を50bLL_した.

成 績

虫垂炎の発症と気圧の関係を調べて見ると1000hPa

以 F L20･｡1では 100,1001-1010hPaL250Jo)では38

(22001-では220｡.1031hPa土上上二(19,01では00dで

あった.( )内の数字は2年間の気圧の時間的割合を

示す (Fig.1).次に虫垂炎の発症と虫垂炎発症時の気

圧の関係を調べて見た.カタール性虫垂炎の平均気圧は

1011±5.ThPa,蜂窟織奄性では 1013±7.7hPa.壊痘

性では 10ま9±6,7hPaで壊痘性虫垂炎の平均気圧は髄

の2群に比し有意に高い値であった (p<0.001,p<0.002)

(Fi凱 2).穿孔例は12例あったが,その平均気圧は1023

hPaであった.

また Fig.3は新潟市し')30午間 (1961-1990年)∩

平均気圧である.(このデーターは新潟気象庁より提供

を受けた.)これによるとチ 後月- 9月までは気圧の低

い季節であり,io月-3月までぼ気圧の高い季節と見る

挙が出来る.そして残月-9月の期間では60例あり,め

タール性,蜂窟織炎性の虫垂炎が多くま0月-3月の期間

では52例で壊痘性の虫垂炎が多かった.特をこ穿孔例の83

%がこの期問をこ認められた 膵i欝.4).虫垂炎発症より

手術日までの日数を調べるとカタール性では2.8日,蜂
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常繊炎性では 1.ホト上 壊損性ては 1.Lltトリト､た.

虫垂炎と性別の関係を調べて見ると資性ではカタ-ル

性,蜂窟繊魔性の虫垂炎が多く予男性では壌痘性の虫垂

炎が6ニiOoに認めとL,才豆二(Fig.;-)1.

虫垂炎と年齢の関係ではカタ…ル捜虫垂炎の平均年齢

は L):1.1才.蜂嵩織炎性では25.(ト才■.壊症性ではこ汀.6

虫垂炎の病型を気圧.季節 . 手術HまでLT)日数.性別,

年齢等の因子で多数畳解析を行った結果,気圧では p

く0.OOOl,季節では pく0.001.発症より手術t:-1までCT)

日数では p<0.05となり.壊痘性の虫垂炎に対しては

気圧,季節,手筋日までの日数の偶で寄与率が高い車が

判明した.(F値27.7しくO.(抑(治111
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考 察

生気象学のなかでは低気圧が虫垂炎に影響を及ぼして

いるとの文献l)が見られるが,これを辿ってみても何屯

出て来ない.Lかしこの文献は当然の如く,多くの論文

で引用されている.

我々は天気が良くなると虫垂炎が多発する事実に注目

し気圧と虫垂炎の関係を1992年2月より2年間にわた

恒調査した.

そして虫垂美は10OlhI)a--101)OhPaL7')気旺帯に7600

と多い事がわかった.そして虫垂炎の病型と気圧との関

係を調べた結果,低気圧時にはカタ-ル性,蜂窟織炎性

の虫垂炎が多く,高気圧時には壌痘性の虫垂炎が多く,

さらに高い気圧では穿孔例が多い寮の結果が得られた.

しかしこれらの現象については,しばらくの間全く説明

が出来なかった.

Lingaas等2)はダイバ-の外耳道の感漁症が治癒 L

難い事をヒントに実験を行なった結果,大腸菌を貧食す

る白血球の作風 Opsonin作用は高気圧では阻害され

るが,低気圧では阻害されないと報告している,

我々が今回得られた結果すなわち高気圧時には壌痘性

の虫垂炎が多く低気圧時にはカタ-ル性の虫垂炎が多い

これらの結果は,Lingaasの理論を応周すると非常に

説明しやすくなったのである.

すなわち高気圧時 (天気が良い日)には Opsonim作

用は阻害されるため,生体防御橡榛が低下し壌痘性の虫

垂炎が多くなる▲そして低気圧時 (天気が悪い田)には

Opsonin作用は限害されないためカタ-ル性,蜂窟織

炎性の虫垂炎が多くなる,この事は気圧の低い夏期には

カタ…ル性,蜂覆轍衆性の虫垂炎が多くなり,気圧の高
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い冬期には壌痘性,穿孔例の虫垂炎が多くなる結果とま

さに符合すると考えられた.虫垂には元来多くのリソバ

ろ胞があり,生体の免疫機能に関与しているのではない

かと考えられているが,いまだにその様な論文はない.

しかし虫垂炎は日常の気圧の変化の中でもこの様な鋭敏

な反応を示しており,さらには気圧が入間の生体防御磯

櫓に関与している可能性がある事は,大変興味深いもの

と思われた.

虫垂炎が気圧の変化すなわち,生体防御機構に影響さ

れているのではないかとの観点より,虫垂炎と年齢,也

別の関係を転調べてみた.20-30才台ではカタ…ル性,

蜂窟織炎性が多く,若年者,高齢者では壊痘性,穿孔例

の虫垂炎が多い事が判明した,そして男性では壊痘性,

穿孔性の虫垂炎が多く,女性をこぼ少ない挙も労ったが,

これは女性の平均寿命がはるかに男性より長い事等を考

え合せると非常に興味ある結果であった.

この様をこ気圧が入間の生体防御機構に関与していると

考えると,気圧が多くの面で臨床に応用される可能性を

秘めており,今後医学的見地より幅広い研究がなされる

べきであると考えている.
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